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 2020 年の東京五輪⼤会を契機に発⾜した全銀座
会の下部組織「G2020」。銀座街づくり会議では、
2020 年とその先の将来に向けて銀座のブランドロイ
ヤリティの確⽴と強化を⽬指す G2020 の活動をサポー
トしてきました。その活動には、学びの場づくりや、様々

な分野で活躍する⽅ と々の対談、さらにアートイベン
トなど、いくつものチャレンジがありました。これらの
取り組みを振り返りつつ総括し、活動から得た気づき
を未来につないでいこうと、「銀座の未来へ G2020
活動報告書」をまとめました。

G2020 とその活動
 2013 年にオリンピック・パラリンピックの東京招致
が決まったとき、2020 年に向けて「銀座は何かをし
なくてはならない」という強い思いに駆られました。
そしてオリンピックを契機に銀座をさらに魅⼒的な街
にしていこうという機運の⾼まりを受け皆さんの協⼒を
得て翌年、全銀座会のなかに G2020 というプロジェ
クトが発⾜しました。
 ご承知のとおり、その後東京五輪開催までにはさ
まざまな紆余曲折がありました。五輪を終えた今、
G2020 が何を⽬指し何をしてきたのか、そしてこれか
らどうしていくのか、昨年東京五輪が終了したことを
ひとつの区切りとして、活動を振り返りつつ未来への
提案書になるように、活動報告書をまとめました。

これから取り組んでいくこと
 G2020 では、8 年間に渡る様々な活動を通じて、
多くの出会いと気づきを得ることができました。こうし
た学びを、皆様とともにこれからの銀座を考えるため
の礎としたいと考えています。また今般のコロナ禍で、
いろいろなところからこれからの銀座ビジョンを再構
築すべき、との声も聴くようになったこともあり、全
銀座で⼼を⼀つにできる⽬標となるようなビジョンづく
りに取り組みます。さらに、銀座全体の回遊性の拡⼤・
滞在時間の拡張・積極的な情報発信や、アフターコ
ロナに銀座ならではの魅⼒とともに、銀座が変わろう
としていることを感じていただけるような企画を検討す
るなど、本プロジェクトの活動から得られた気づきを
次のアクションへ進めていこうとしています。

・G2020 に込めた想い 遠藤彬（G2020 委員⻑）
・G2020 の取り組み
・学びと対話の場づくり
 - レクチャーシリーズ
 -Amazing Ginza! Talk
・街をひらく
 -GINZA PROGRESSIVE
 - 感覚の洗濯 in 銀座
・【特別寄稿】
 銀座におけるアートプロジェクトの可能性
 芹沢⾼志（P3 art and environment 統括ディレクター）
・2020 年の銀座から⾒えてきた、未来への「道」
 伊藤明（銀座 伊東屋）、松崎宗平（MATSUZAKI 
 SHOTEN）、永井真未（G2020 事務局、銀座越後屋）
・あとがき
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